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(企画 ･調整専門委員会 調整 (評価)小委員会と共催)
｢専門教育と学生の授業参加 ･授業評価- 経済学部の場合- ｣
第3回教育改善連続シンポジウム



















挨拶 長尾 兵 総長
司会 荒木光彦 センター長
溝上慎一 センター講師











































































(企画 ･調整専門委員会 調整 (評価)小委員会と共催)
｢成績評価と学生による授業評価- アンケート結果を素材にしたFD討論会
- ｣(溝上慎一 センター講師 講演)
文部科学省科学研究費補助金による基盤研究(B)(2)継続
｢バーチャルユニバーシティ構築の基礎づけに関する総合的研究｣













































藤 岡 完 治 (教授)
【著書など】




･藤岡完治 ｢大学の授業はどのように行われ学生は何を学んでいるのか｣『大学教育学会誌』第24巻第 1号 (通巻
45号)､2002年5月､74-88頁















･藤岡完治 ｢大学授業の参加観察 (その2)- 授業の構造と学生感想の関連から- ､日本教育工学会第17回大
会､鹿児島大学､2001年11月
･藤岡完治 企画シンポジウム ｢大学生への自己理解教育実践｣指定討論 日本発達心理学会第13回大会､早稲田
大学､2002年3月

















田 中 毎 実 (教授)
【著書など】













･田中毎実 ｢教育的公共性のために｣(一般研究(C)教育における (公共性)に関する人間形成論的総合研究 - 覗
代社会における教育責任の原理的基盤を求めて- )2002年3月､80-95頁



















































松 下 佳 代 (助教授)
【著書など】





･松下佳代 ｢授業を創り出す｣片上宗二 ･田中耕治編 『学びの創造と学校の再生』 ミネルヴァ書房､2002年4月､
50-68頁
【学術論文など】
･松下佳代 ｢学習のコンテクストの理論的枠組み- 活動システムを分析単位として- ｣平成11-13年度科学研
究費補助金 (基盤研究(C)(2) 研究成果報告書 『教室の数学文化と学習のコンテクストの生成- 探究の文化と受
験文化の対立に焦点をあてながら-』(研究代表者 松下佳代)､2002年3月 (全109頁)
･松下佳代 ｢外国籍児童は教室でどう学習しているか- 太田市A小学校での観察から- ｣平成11-13年度科学





･｢自ら学び､考える力をどうとらえ､いかに評価するか- 教科教育 ･学力論の立場から- ｣(教育目標 ･評
価学会公開シンポジウム ｢自ら学び､考える力をどうとらえ､いかに評価するか｣)､作新学院大学､2001年10月
【その他の著作物】
･京都大学企画 ･調整専門委員会調整 (評価)小委員会､報告書 『京都大学教育改善連続シンポジウム(2)全学共
通科目の授業に関する評価 ･改善アンケート』2002年8月
【その他の講演】










































･京都大学コンソーシアム FDフォーラム 第1分科会 ｢FDの組織的取り組み｣報告者､2002年3月
･日本学生相談学会 第14回学生相談セミナー 基調講演 ｢学生相談と大学教育｣､2002年3月
･第8回大学教育改革フォーラム ｢大学教育評価をどうするか 評価からFDへ｣問題提起Ⅲ､2002年3月





























･京都大学工学部 ･大学院工学研究科 自己点検 ･評価委員
･京都大学大学評価委員会第三者評価専門委員会委員
･京都大学大学評価委員会 『教養教育』作業部会オブザーバー
溝 上 慎 一 (講師)
【著書など】




･溝上慎一 ｢わがEgの大学教育改革と ｢大学基礎講座｣- 発刊によせて- ｣藤田哲也編 『大学基礎講座 - こ
れから大学で学ぶ人におくる ｢大学では教えてくれないこと｣-』北大路書房､2002年3月､159-164貢




･溝上慎一 ｢学生の理解の枠組みをふまえた授業展開- 教授技術論をのり越えるための視点- ｣京都大学高等
教育教授システム開発センタ一編 『大学授業研究の構想- 過去から未来へ- 』東信望､2002年3月､57186
頁
･溝上慎一 ｢コメント2- 田中論文 ｢(総括)大学授業研究から大学教育学へ｣を受けて- ｣京都大学高等教
育教授システム開発センタ一編 『大学授業研究の構想- 過去から未来へ- 』東信堂､2002年 3月､210-218
頁
【学術論文など】




･藤田哲也 ･溝上慎一 ｢授業通信による学生との相互行為 Ⅰ- 学生はいかに ｢藤のたより｣を受け止めているか
-｣『京都大学高等教育研究』第7号､2001年9月､71-87頁
･溝上慎一 ･藤田哲也 ｢授業通信による学生との相互行為Ⅱ- 相互行為はいかにして作られたか- ｣『京都大
学高等教育研究』第7号､2001年9月､89-110貢
･井下理 ･溝上慎一 ｢井下理 ･溝上慎一担当授業｣『平成13年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書13､
2002年3月､111-143貢





･溝上慎一 ･尾崎仁美 ｢大学生の将来の見通しを求める学年の文脈- ｢今優勢｣｢将来優勢｣の観点から- ｣日
本教育心理学会第43回大会､愛知教育大学､2001年9月
･溝上慎一 ｢抽象度の高い自己･アイデンティティの概念から具象度の高い質的世界の理解を目指して- 事例か





･藤田哲也 ･溝上慎一 ｢大学授業における授業通信の効果- 学生とのコミュニケーション･ツールを超えて一一｣
日本教育工学会第17回全国大会､鹿児島大学､2001年11月
･村上正行 ･田口真奈 ･溝上慎一 ｢日米間遠隔一斉講義における共同学習の有効性｣日本教育工学会第17回全国大
会､鹿児島大学､2001年11月















･田中毎実 ･溝上慎一 ｢自己成長を目的とした場のデザイン- Web掲示板使用を中心に見たKKJ実践の成果
- ｣文部科学省大学共同利用機関 ･メディア教育開発センター主催 ｢Webを活用した学習環境デザイン研修｣､
2002年6月




神 藤 貴 昭 (助手)
【著書など】
･神藤貴昭 ･尾崎仁美 ｢教授者はどのようにストレッサ一に対処しているのか- 大学授業における教授者のスト
レス過程と自己成長- ｣京都大学高等教育教授システム開発センター (編)『大学授業研究の構想 - 過去か
ら未来へ』､東信堂､2002年3月､87-115頁
･神藤貴昭 ･尾崎仁美 ｢コメント3｣京都大学高等教育教授システム開発センター (編)『大学授業研究の構想･
- 過去から未来へ』､東信望､2002年3月､219-222頁
【学術論文など】
･神藤貴昭 ･田口真奈 ･村上正行 ｢高等教育におけるインタ-ネット利用の可能性- バーチャル･ユニバーシティ
構築に向けて-｣『京都大学高等教育研究』第7号､2001年9月､111-130頁
･西田裕紀子 ･木村朋子 ･暫藤誠一 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･久木山健一 ･原田薫 ･山口昌澄 ･柳原利佳子 ･榎本千
春 ･藤井智子 ･石田亮一 ｢中学生の生活スタイルに関する地域比較研究｣『神戸大学発達科学部研究紀要』第 9
巻､2001年9月､19-30頁
･久木山健一 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･斉藤誠一 ･柳原利佳子 ･原田賓 ･山口昌澄･下坂剛･西田裕紀子･榎本千春･






･柳原利佳子 ･暫藤誠一 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･原田実 ･山口昌澄 ･下坂剛･西田裕紀子･久木山健一･榎本千春 ･
木村朋子 ･藤井智子 ･石田亮一 ｢現代青少年の ｢キレる｣ということに関する心理学的研究(4)- 生活習慣認知
との関連-｣『人間科学研究』(神戸大学)第9巻2号､2002年3月､53-66頁






･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ･久木山健一 ･西田裕紀子 ･木村朋子 ･斉藤誠一 ｢現代中学生の不適応に関する基礎的研究




･神藤貴昭 ･田口真奈 ･村上正行 ｢大学における学生主導型授業の可能性- 授業枠のゆらぎ- ｣日本教育工学
会第17回全国大会､鹿児島大学､2001年11月
･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ｢高校から大学への学業文化の変容に対する適応過程について(1)- 京都大学への進学者に
おける学習方略の変容- ｣日本発達心理学会第16回大会､早稲田大学､2002年3月































































































































































































































































讃岐幸治 ･田中毎実 (共編) 1995『ライフサイクルと共育』青葉図書.
McLuhan,M.&Fiore,Q.1967TheTnediuTnistheTnaSSage.JeromeAgel.
溝上慎一 2002｢学生の理解の枠組みをふまえた授業展開｣京都大学高等教育教授システム開発センター (編)







































- "UniversityStudies"atPortlandStateUniversity-･ ----･- KoichiTAKEKUMA
HolisticSpaceandEnvironment:PropositionforUniversityEducation-･MichiyoASSEMAT(Madoca)
ToshikoGLOVER
YoshieKASAJIMA
TheFreshmanSeminaratKyotoKokaWomen'sUniverslty:"Daigaku-KisoIKouza"- TetsuyaFUJITA
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